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(57)【要約】
使用者の身体部位に着用される装置から生理学的データ
を測定するためのウェアラブルシステム及び方法はベー
スモジュール及びセンサーモジュールを含むように提供
される。ベースモジュールはディスプレイ及びベースコ
ンピューティングユニットを含む。センサーモジュール
はベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以
上の生理学的特性を測定するために身体部位の一部分上
を覆って空間的に配置される。ベースモジュールは身体
部位の人体計測サイズに関係なく、生理学的データの正
確な測定のために身体部位と充分な接触をするために身
体部位に掛けてセンサーモジュールの位置を維持するよ
うに使用者によってセンサーモジュールに対して調整可
能に配置される。
【選択図】図１



(2) JP 2017-516539 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の身体部位に着用される装置から生理学的データを測定するためのウェアラブル
システムであって、
　ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを含むベースモジュールと、
　前記ベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以上の生理学的特性を測定する
ために前記身体部位の一部分上を覆って配置されるセンサーモジュールと、を有し、
　前記ベースモジュールは、前記身体部位の人体計測サイズに関係なく、生理学的データ
の正確な測定のための前記身体部位と充分な接触をするために、前記センサーモジュール
が前記身体部位上で位置を維持するように、前記センサーモジュールに対して前記使用者
によって調整可能に配置されることを特徴とするウェアラブルシステム。
【請求項２】
　前記センサーモジュールは、前記使用者の手首の底面に配置されることを特徴とする請
求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３】
　前記センサーモジュールは、さらに、前記使用者によって連続的な使用を可能にするた
めに前記使用者の皮膚との圧力接触を維持することを特徴とする請求項１に記載のウェア
ラブルシステム。
【請求項４】
　前記センサーモジュールは、脱着可能であることを特徴とする請求項１に記載のウェア
ラブルシステム。
【請求項５】
　前記センサーモジュールは、他の種類のセンサーモジュールと交替可能であることを特
徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６】
　センサーユニットは、前記センサーユニットが他のセンサーユニットで個別的に交換す
ることができるように、前記センサーモジュールのセンサープレートに脱着可能に連結さ
れることを特徴とする請求項５に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７】
　前記センサーモジュールは、電気的センサーと光学的センサーの組み合わせを含むこと
を特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８】
　前記センサーモジュールは、生体センサー、物の接近を検出する接近検出器、及び環境
センサーの内の１つ以上を含むことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム
。
【請求項９】
　前記センサーモジュールは、光センサーアレイ、温度計、ガルバニック皮膚反応（ＧＳ
Ｒ）センサーアレイ、生体抵抗（ＢｉｏＺ）センサーアレイ、及び心電図（ＥＣＧ）セン
サーのいくつかの組み合わせを含むセンサーユニットをさらに含むことを特徴とする請求
項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１０】
　前記光センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置されることを特徴とす
る請求項９に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１１】
　前記生体抵抗センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置されることを特
徴とする請求項９に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１２】
　前記ベースモジュールのベースコンピューティングユニットは、プロセッサ、メモリ、
通信インターフェイス、及びセンサーのセットを含むことを特徴とする請求項１に記載の
ウェアラブルシステム。
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【請求項１３】
　前記センサーモジュールは、脱着可能にストラップ（ｓｔｒａｐ）の内部表面に配置さ
れることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１４】
　対称的（ｓｙｍｍｅｔｒｉｃａｌｌｙ）に調整可能なバンドは、前記ベースモジュール
と前記センサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブル
システム。
【請求項１５】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュール及び前記センサーモジュールを連
結し、前記バンドは、一体型であることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシス
テム。
【請求項１６】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記セ
ンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム
。
【請求項１７】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記セ
ンサーモジュールとを連結し、前記サブ－バンドは、一体型バンドであることを特徴とす
る請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項１８】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュールと前記センサーモジュールとを連
結し、前記センサーモジュールは、前記バンドと共に成形される（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）
ことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム、
【請求項１９】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュールと前記センサーモジュールとを連
結し、前記センサーモジュールは、フレキシブルゲル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｇｅｌ）で前
記バンドと共に成形（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）されることを特徴とする請求項１に記載のウ
ェアラブルシステム。
【請求項２０】
　少なくとも２つの重畳ストラップ（ｓｔｒａｐ）が、前記ベースモジュールと前記セン
サーモジュールとを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２１】
　バンドは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によって連結される少
なくとも４つのリンクを含み、前記バンドは、前記ベースモジュールと前記センサーモジ
ュールとを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２２】
　バンドは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によって連結される少
なくとも４つのリンクを含み、前記バンドは、前記ベースモジュール及び前記センサーモ
ジュールを連結することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２３】
　前記センサーモジュールは、バンドに脱着可能に連結されるセンサープレートに収容さ
れるセンサーユニットを含むことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２４】
　前記センサーモジュールは、前記使用者の額上に配置され、前記ディスプレイは、前記
使用者の頭部の前方に向かって表示されるよう配置されることを特徴とする請求項１に記
載のウェアラブルシステム。
【請求項２５】
　前記センサーモジュールは、前記身体部位の皮膚に接着されることを特徴とする請求項
１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項２６】
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　前記センサーモジュールは、手首の底面に配置されることを特徴とする請求項２５に記
載のウェアラブルシステム。
【請求項２７】
　前記ベースモジュールは、前記身体部位の皮膚に接着される薄くてフレキシブル（ｆｌ
ｅｘｉｂｌｅ）なディスプレイを含むことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシ
ステム。
【請求項２８】
　前記ベースモジュールは、手首の上面に配置されることを特徴とする請求項２５に記載
のウェアラブルシステム。
【請求項２９】
　前記身体部位は、手首であり、前記手首の大きさは、１２５ｍｍから２１０ｍｍまでの
範囲を有することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３０】
　前記身体部位は、上腕、腰、手指、足首、首、胸、足、又は太股であることを特徴とす
る請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３１】
　無線通信リンクを通じて生理学的データを前記ベースモジュールに伝送するために前記
センサーモジュールに配置される無線通信ユニットをさらに含むことを特徴とする請求項
１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３２】
　前記センサーモジュール及び前記ベースモジュールは、電源のための配線を通じて連結
され、無線でデータを通信することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム
。
【請求項３３】
　無線通信リンクを通じて生理学的データを前記ベースモジュールに、及び前記ウェアラ
ブルシステムから離隔された位置に、伝送するための無線通信ユニットをさらに含むこと
を特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３４】
　前記センサーモジュール及び前記ベースモジュールの各々は、バッテリー電源ソースを
含み、前記センサーモジュールと前記ベースモジュールは互いに無線で通信することを特
徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３５】
　前記センサーモジュール及び前記ベースモジュールの各々は、バッテリー電源ソースを
含み、前記センサーモジュールと前記ベースモジュールは互いに無線で通信し、前記セン
サーモジュール及び前記ベースモジュールは、前記ウェアラブルシステムシステムから離
隔された位置からウェアラブルシステムに通信することを特徴とする請求項１に記載のウ
ェアラブルシステム。
【請求項３６】
　前記ベースモジュールは、前記使用者のそれぞれ異なる身体部位に着用された複数のセ
ンサーモジュールと無線で通信することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシス
テム。
【請求項３７】
　前記ウェアラブルシステムは、マルチ－モーダル（ｍｕｌｔｉ－ｍｏｄａｌ）相互作用
のための遠隔アーキテクチャ（ｒｅｍｏｔｅ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）にデータをさ
らに伝送することを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３８】
　前記遠隔アーキテクチャは、前記ウェアラブルシステムとクラウド装置、ウェブサイト
、オンラインサービス、及びアプリケーションの中の１つ以上のものとの間で人工知能の
階層を含むことを特徴とする請求項３７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項３９】
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　前記ウェアラブルシステム及び前記遠隔アーキテクチャは、使用者の状態の変化を通信
することを特徴とする請求項３７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４０】
　前記遠隔アーキテクチャは、ソーシャルメディア、スポーツ、音楽、映画、電子メール
、文字メッセージ、病院及び処方箋と、関連した情報を提供するように前記ウェアラブル
システムと相互作用することを特徴とする請求項３７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４１】
　前記センサーモジュールは、微細調整可能なセンサーモジュールであることを特徴とす
る請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４２】
　電源ソースをさらに有し、
　前記電源ソースは、脱着可能なバッテリー及び永久的な（ｐｅｒｍａｎｅｎｔ）バッテ
リーを含むことを特徴とする請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４３】
　使用者の身体部位に着用される装置から生理学的データを測定するためのウェアラブル
システムであって、
　ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを含むベースモジュールと、
　前記ベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以上の生理学的特性を測定する
ために前記身体部位の一部分上を覆って配置される微細調整可能なセンサーモジュールと
、を有し、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記使用者の身体部位の第１位置に調整可
能に配置され、前記身体部位の人体計測サイズと関わらず、生理学的データの正確な測定
のための第２位置で前記身体部位と充分な接触をするために、前記第１位置と相対的な（
ｒｅｌａｔｉｖｅ）前記身体部位の前記第２位置が調整可能に再配置されることを特徴と
する請求項１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４４】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記使用者の手首の底面に配置されること
を特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４５】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記使用者によって持続的な使用が可能な
ように前記使用者の皮膚に圧力接触をさらに維持することを特徴とする請求項４３に記載
のウェアラブルシステム。
【請求項４６】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、脱着可能であることを特徴とする請求項４
３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４７】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、他の種類のセンサーモジュールと交替可能
であることを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４８】
　センサーユニットは、前記センサーユニットが他のセンサーユニットで個別的に交換す
ることができるように、前記微細調整可能なセンサーモジュールのセンサープレートに脱
着可能に連結されることを特徴とする請求項４７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項４９】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、電気的センサーと光学的センサーの組み合
わせを含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項５０】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、生体センサー、物の接近を検出する接近検
出器、及び環境センサーの内の１つ以上を含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項５１】
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　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、光センサーアレイ、温度計、ガルバニック
皮膚反応センサーアレイ、生体抵抗センサーアレイ、及び心電図センサーのいくつかの組
み合わせを含むセンサーユニットをさらに含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項５２】
　前記光センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置されることを特徴とす
る請求項５１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項５３】
　前記生体抵抗センサーアレイは、血管をまたがるようにバンド上に配置されることを特
徴とする請求項５１に記載のウェアラブルシステム。
【請求項５４】
　前記ベースモジュールのベースコンピューティングユニットは、プロセッサ、メモリ、
通信インターフェイス、及びセンサーのセットを含むことを特徴とする請求項４３に記載
のウェアラブルシステム。
【請求項５５】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、脱着可能にストラップ（ｓｔｒａｐ）の内
部表面に配置されることを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項５６】
　対称的（ｓｙｍｍｅｔｒｉｃａｌｌｙ）に調整可能なバンドは、前記ベースモジュール
と前記微細調整可能なセンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項４３に記
載のウェアラブルシステム。
【請求項５７】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュール及び前記微細調整可能なセンサー
モジュールを連結し、前記バンドは、一体型であることを特徴とする請求項４３に記載の
ウェアラブルシステム。
【請求項５８】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記微
細調整可能なセンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項４３に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項５９】
　少なくとも２つの対称的に調整可能なサブ－バンドは、前記ベースモジュールと前記微
細調整可能なセンサーモジュールとを連結し、前記サブ－バンドは、一体型バンドである
ことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６０】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュールと前記微細調整可能なセンサーモ
ジュールとを連結し、前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記バンドと共に成形
される（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）ことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステ
ム。
【請求項６１】
　対称的に調整可能なバンドは、前記ベースモジュールと前記微細調整可能なセンサーモ
ジュールとを連結し、前記微細調整可能なセンサーモジュールは、フレキシブルゲル（ｆ
ｌｅｘｉｂｌｅ　ｇｅｌ）で前記バンドと共に成形される（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）ことを
特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６２】
　少なくとも２つの重畳ストラップ（ｓｔｒａｐ）が、前記ベースモジュールと前記微細
調整可能なセンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項４３に記載のウェア
ラブルシステム。
【請求項６３】
　バンドは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によって連結される少
なくとも４つのリンクを含み、前記バンドは、前記ベースモジュールと前記微細調整可能
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なセンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシ
ステム。
【請求項６４】
　バンドは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）によって連結される少
なくとも４つのリンクを含み、前記バンドは、前記ベースモジュールと前記微細調整可能
なセンサーモジュールとを連結することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシ
ステム。
【請求項６５】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、バンドに脱着可能に連結されるセンサープ
レートに収容されるセンサーユニットを含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェア
ラブルシステム。
【請求項６６】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記使用者の額上に配置され、前記ディス
プレイは、前記使用者の頭部の前方に向かって表示されるよう配置されることを特徴とす
る請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６７】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記身体部位の皮膚に接着されることを特
徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６８】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、手首の底面に配置されることを特徴とする
請求項６７に記載のウェアラブルシステム。
【請求項６９】
　前記ベースモジュールは、前記身体部位の皮膚に接着される薄くてフレキシブル（ｆｌ
ｅｘｉｂｌｅ）なディスプレイを含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブル
システム。
【請求項７０】
　前記ベースモジュールは、手首の上面に配置されることを特徴とする請求項６９に記載
のウェアラブルシステム。
【請求項７１】
　前記身体部位は、手首であり、そして前記手首の大きさは、１２５ｍｍから２１０ｍｍ
までの範囲を有することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７２】
　前記身体部位は、上腕、腰、手指、足首、首、胸、足、又は太股であることを特徴とす
る請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７３】
　無線通信リンクを通じて生理学的データを前記ベースモジュールに伝送するために前記
微細調整可能なセンサーモジュールに配置される無線通信ユニットをさらに含むことを特
徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７４】
　前記微細調整可能なセンサーモジュール及び前記ベースモジュールは、電源のための配
線を通じて連結され、無線でデータを通信することを特徴とする請求項４３に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項７５】
　無線通信リンクを通じて生理学的データを前記ベースモジュールに、及び前記ウェアラ
ブルシステムから離隔された位置に、伝送するための無線通信ユニットをさらに含むこと
を特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７６】
　前記微細調整可能なセンサーモジュール及び前記ベースモジュールの各々は、バッテリ
ー電源ソースを含み、前記微細調整可能なセンサーモジュールと前記ベースモジュールと
は、互いに無線で通信することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
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【請求項７７】
　前記微細調整可能なセンサーモジュール及び前記ベースモジュールの各々は、バッテリ
ー電源ソースを含み、前記微細調整可能なセンサーモジュールと前記ベースモジュールは
互いに無線で通信し、前記微細調整可能なセンサーモジュール及び前記ベースモジュール
は、前記ウェアラブルシステムから離隔された位置からウェアラブルシステムに通信する
ことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項７８】
　前記ベースモジュールは、前記使用者のそれぞれ異なる身体部位に着用された複数のセ
ンサーモジュールと無線で通信することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシ
ステム。
【請求項７９】
　前記ウェアラブルシステムは、マルチ－モーダル（ｍｕｌｔｉ－ｍｏｄａｌ）相互作用
のための遠隔アーキテクチャ（ｒｅｍｏｔｅ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）にデータをさ
らに伝送することを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８０】
　前記遠隔アーキテクチャは、前記ウェアラブルシステムとクラウド装置、ウェブサイト
、オンラインサービス、及びアプリケーションの中の１つ以上のものとの間で人工知能の
階層を含むことを特徴とする請求項７９に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８１】
　前記ウェアラブルシステム及び前記遠隔アーキテクチャは、使用者の状態の変化を通信
することを特徴とする請求項７９に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８２】
　前記遠隔アーキテクチャは、ソーシャルメディア、スポーツ、音楽、映画、電子メール
、文字メッセージ、病院及び処方箋と、関連した情報を提供するように前記ウェアラブル
システムと相互作用することを特徴とする請求項７９に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８３】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、微細調整可能なセンサーモジュールである
請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８４】
　電源ソースをさらに有し、
　前記電源ソースは、脱着可能なバッテリー及び永久的な（ｐｅｒｍａｎｅｎｔ）バッテ
リーを含むことを特徴とする請求項４３に記載のウェアラブルシステム。
【請求項８５】
　使用者の身体部位に着用され、ディスプレイとベースコンピューティングユニットとを
含むベース装置と、微細調整可能なセンサーモジュールセンサーモジュールと、を有する
ウェアラブル装置から生理学的データを測定するための方法であって、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールを、前記ベースモジュールに対して空間的に調
整可能に配置し、１つ以上の生理学的特性を測定するために第１位置で前記身体部位の一
部分上を覆って配置する段階と、
　前記身体部位の人体計測サイズと関わらず、生理学的データの正確な測定のための第２
位置で前記身体部位と充分な接触をするために、前記第１位置と相対的な（ｒｅｌａｔｉ
ｖｅ）前記身体部位の前記第２位置に前記微細調整可能なセンサーモジュールを、前記第
１位置からに前記第２位置に調整可能であるように再配置する段階と、を有することを特
徴とするウェアラブル装置から生理学的データを測定するための方法。
【請求項８６】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記身体部位の人体計測サイズと関わらず
、生理学的データの正確な測定のための前記身体部位との充分な接触を提供するために交
代で使用される（ｒｏｔａｔｅｄ）複数のセンサーユニットを含むことを特徴とする請求
項８５に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定するための方法。
【請求項８７】



(9) JP 2017-516539 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

　生理学的データの正確な測定のための前記身体部位との接触を改善するために前記複数
のセンサーユニットを互いに相対的（ｒｅｌａｔｉｖｅ）に再配置させる段階をさらに有
することを特徴とする請求項８６に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定す
るための方法。
【請求項８８】
　前記センサーモジュールは、相対的な重力を測定する重力センサーをさらに含み、
　前記センサーモジュールは、前記測定された相対的な重力に基づいて前記測定を較正（
ｃａｌｉｂｒａｔｅ）するよう構成されることを特徴とする請求項１に記載のウェアラブ
ルシステム。
【請求項８９】
　前記測定された重力に基づいて前記生理学的特性を測定するのに使用される継続時間を
調整するタイマーをさらに有し、
　前記センサーモジュールは、前記調整された時間に基づいて前記測定を較正するよう構
成されることを特徴とする請求項８８に記載のウェアラブルシステム。
【請求項９０】
　前記測定された重力に基づいて発光を調節する光較正器をさらに有し、
　前記センサーモジュールは、前記調節された発光に基づいて前記測定を較正するよう構
成されることを特徴とする請求項８８に記載のウェアラブルシステム。
【請求項９１】
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、相対的な重力を測定する重力センサーをさ
らに含み、そして前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記測定された相対重力に
基づいて前記測定された生理学的データを補正する請求項４３に記載のウェアラブルシス
テム。
【請求項９２】
　前記測定された重力に基づいて前記生理学的データを測定するのに使用される継続時間
を調整するタイマーをさらに有し、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記調整された時間に基づいて前記測定さ
れた生理学的データを較正するよう構成されることを特徴とする請求項９１に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項９３】
　前記測定された重力に基づいて発光を調節する光較正器をさらに有し、
　前記微細調整可能なセンサーモジュールは、前記調節された発光に基づいて前記測定さ
れた生理学的データを較正するよう構成されることを特徴とする請求項９１に記載のウェ
アラブルシステム。
【請求項９４】
　相対な重力を測定する段階と、
　前記測定された相対な重力に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、をさらに
有することを特徴とする請求項８５に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定
するための方法。
【請求項９５】
　前記測定された重力に基づいて前記生理学的データを測定するのに使用される継続時間
を調整する段階と、
　前記調整された時間に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、をさらに有する
ことを特徴とする請求項９４に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定するた
めの方法。
【請求項９６】
　前記測定された重力に基づいて発光を調節する段階と、
　前記調節された発光に基づいて前記生理学的データを較正する段階と、をさらに有する
ことを特徴とする請求項９４に記載のウェアラブル装置から生理学的データを測定するた
めの方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は個人の生理学的な情報をモニターリングし、通信するためのウェアラブル（ｗ
ｅａｒａｂｌｅ）装置に関し、その中でも特に、身体の一部に対して調整可能なウェアラ
ブルモジュール型センサープラットフォームに関する。
【背景技術】
【０００２】
　数年に掛けて腕時計バンド、ジュエリー（ｊｅｗｅｌｒｙ）バンド、磁気健康バンド、
ブレスレット、及びネックレス等の様々タイプが取引されてきた。
　センサーが装着されたウェアラブル装置は、活動データ（継続時間、ステップカウント
、消費されたカロリー）、睡眠統計、及び／又は生理学的なデータ（例えば、心拍数、汗
、及び皮膚温度）のような使用者データをいくつかの方式にて追跡することができる。
【０００３】
　しかし、このような既存の装置は、多くの場合、非常に繊細及び／又はあまりにも薄っ
ぺらで、また柔軟性に欠けるものであり、そして肉体的運動、フィットネス活動、及びス
ポーツに適当でなく、充分な信頼性あるセンサー測定が行われない。
　例えば、ヘルスケアモニターリング（ｈｅａｌｔｈ　ｃａｒｅ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ
）は基本的に長時間を要求する。
【０００４】
　その上に、既存のウェアラブル装置は多くの不都合点を有する。
　それは一般的に体積が大きくて、不便であり、そして外来患者又は個人単位に長時間使
用するのに適当ではない。
　このような装置は、また幼児又は非協力的な患者（予測できないように既存のセンサー
を除去することができる精神分裂症患者のような）によって長時間着用されるには適切で
はない。このようなウェアラブル装置は移動性又は長時間のモニターリングを要する動物
にも適合ではない。
　このような不都合を除いても、今までのウェアラブル装置は、敏感である生理学的及び
環境的測定、プロセシング（ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）及び通信を遂行するライフスタイル
（ｌｉｆｅｓｔｙｌｅ）製品として適合するものではなかった。
【０００５】
　別の欠点として、既存のセンサーが面倒な電極を有することである。
　結果として、このような装置は、一般に、比較的大きなプラスチックシェルケースに包
まれ、快適な又はより数時間着用するのに適しておらず、そのようなものとして、生理学
的測定のためのより適切な位置の特定の利点を欠いている。
【０００６】
　腕時計の場合、センサーは、一般的にディスプレイと共に手首の上に位置する。
　このような装置で、他のもの間で、ゴム電極、標準金属医療電極、及び関連した接着パ
ッドが不便であるので、特に老齢の使用者及び敏感な皮膚を有する使用者が使用する場合
、連続的であり、かつ長時間の着用は望ましくない。
　接触される皮膚の一部が使用する間に数日又は数週の間において、適切に空気に露出さ
れなければ、このような装置の継続的な着用は、また皮膚刺激を発生する傾向がある。
【０００７】
　ウェアラブル装置で特定のセンサーの配置は他の理由で面倒なことである。
　例えば、一部の測定（例えば、皮膚伝導度）は共通的に指先に固定されるか、或いはウ
ェアラブル装置から分離される接着パッチを使用する追加的な電極を要求する。
　このような状況で、他の日常的な仕事を遂行するには使用者の能力に深刻な制限が生じ
る。
　このようなセンサー配置の短所は、すべての使用者に対して身体の一部（例えば、手首
、首、足首、胸、腰又は頭）が同一の大きさ及び形状ではないという事実によって悪化さ
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れる。
【０００８】
　今までのウェアラブル装置は、非対称的に調整する（例えば、ベルトバックル（ｂｅｌ
ｔ　ｂｕｃｋｌｅ）タイプバンド）。
　今までの他のバンドは、１つでなされたバンドであり、さらに小さい人に比べてさらに
大きい人に対して又はそれ反対の場合に対して、身体の一部の大きさが増加して皮膚に加
えられた圧力（あまりにも多いか、或いはあまりにも少ない）を解決できない。
【０００９】
　即ち、ウェアラブル装置の調節にこのようなアプローチは、またセンサーが含まれた場
合、圧迫感や緩みによって装置を着用するのが不便であった。
　追加的に、身体一部で装置の移動は不便であるか、或いはセンサー及びディスプレイの
位置を変更することは信頼できない測定及び測定を表示する傾向がある。
　不快感は、皮膚の痛み又は刺激を減少させるために適切な位置の外へ装置を移動させる
可能性がある。
　要するに、装置の移動は不正確な測定に至ることになり、長時間使用に対して装置を不
利になる。
【００１０】
　他の不利な点は、無線接続する既存のシステムは、例えば一般的に短いバッテリー寿命
を示す。
　それは数時間以上の継続的又は長時間の無線伝送に適切ではない。
　しかし、例えば、慢性疾患（例えば、睡眠障害、糖尿病、その他の等）が存在する場合
には数日、数週、及び数ヶ月に亘って継続的な生理データ収集が必要とする。
　既存の無線装置は、一般的に単独使用者に制限される他の不利な点を有し、強力なデー
タ収集及び装置の遠隔分析を支援できない。
　また、既存の装置は、一般的に基本的なボードデータ分析（ｒｕｄｉｍｅｎｔａｒｙ　
ｂｏａｒｄ　ｄａｔａ　ａｎａｌｙｓｉｓ）よりはるかに多いことを提供できない。
【００１１】
　つまり、今までの装置は、小さく、コンパクト（ｃｏｍｐａｃｔ）であり、軽く、また
正確であり、継続的に使用可能であり、非侵襲性（ｎｏｎ－ｉｎｖａｓｉｖｅ）、及び／
又は、また多様な使用者の生理及び環境条件下で楽な位置を持続的に維持することができ
るフォームファクタ（ｆｏｒｍ　ｆａｃｔｏｒ）で継続的に又は長時間使用するための装
置の着用を可能であるようにする大きさ及び便利性のイッシュー（ｉｓｓｕｅｓ：論点）
（例えば、柔軟性、空気流れ、ソフトな接触領域、皮膚刺激）を解決できなかった。
【００１２】
　そのような装置は、また単一モジュール型センサープラットフォームでセンサー機能（
例えば、心電図ＥＣＧ、血糖（ｇｌｕｃｏｓｅ）、血圧、水分供給（ｈｙｄｒａｔｉｏｎ
）、その他の等）を勢揃いさせることができなかった。
　このようなセンサー機能は、このような装置が使用され得る最適な環境より悪い環境に
対する又は厳しい動的使用に対する信頼できる医療水準の測定値を提供できなかった。
　このような装置は、また身体に対する日々データ収集が使用者又は適当な処理能力を要
する医療専門家に提供することができる洞察力を活用できなかった。
　適当な処理能力は、常に着用する装置で適切なバッテリー寿命を要求するが、ウェアラ
ブル装置はそれを達成できなかった。
　さらに、このような装置は、健康関連データの通信と関連して個人情報保護及び保安イ
ッシュー（問題点）に直面していない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は上記従来のウェアラブル装置における問題点に鑑みてなされたものであって、
本発明の目的は、身体部位の人体測定学的大きさに関係なく、使用者の生理学的データを
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測定するために調整可能なセンサーモジュールを含むウェアラブルシステム及びその測定
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一実施態様によれば、使用者の身体部位
に着用される装置から生理学的データを測定するためのウェアラブルシステム及び方法は
、ベースモジュール及びセンサーモジュールを含むように提供される。
　ベースモジュールは、ディスプレイ及びベースコンピューティングユニットを含む。
　センサーモジュールは、ベースモジュールに対して空間的に配置され、１つ以上の生理
学的特性を測定するために身体部位の一部分上を覆って空間的に配置される。
　ベースモジュールは、身体部位の人体計測サイズに関係なく、生理学的データの正確な
測定のための身体部位と充分な接触をするために身体部位上を覆ってセンサーモジュール
の位置を維持するように使用者によってセンサーモジュールに対して調整可能に配置され
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るモジュール型センサープラットフォームを有する調整可能なウェアラブル
システムによれば、身体部位の人体計測サイズに関係なく、使用者の生理学的データを測
定するための調整可能なセンサーモジュールを含むウェアラブルシステム及びその測定方
法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態によるモジュール型センサープラットフォームを示す斜視図
である。
【図２】図１のモジュール型センサープラットフォームの他の実施形態を示す斜視図であ
る。
【図３】本発明の他の実施形態によるモジュール型センサープラットフォームの分解側面
図である。
【図４】本発明の一実施形態によるベースコンピューティングユニットとバッテリーを含
む構成要素と連結された帯域幅センサーモジュールを含むモジュール型センサープラット
フォームの構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の実施形態による手首に使用されたセンサーが装着されたバンドと接触さ
れた手首の断面図である。
【図６】本発明の他の実施形態による手首に対する使用に関連する自己整列（ｓｅｌｆ－
ａｌｉｇｎｉｎｇ）センサーアレイシステムを有するモジュール型センサープラットフォ
ームを示す図である。
【図７】本発明の更に他の実施形態による自己整列センサーアレイシステムを有する光電
子ユニット及び例示的なセンサーを含むモジュール型センサープラットフォームの構成要
素を示すブロック図である。
【図８】本発明の一実施形態によるバンド上に位置したセンサーモジュールを含む調整可
能なウェアラブルシステムの側面図である。
【図９】本発明の他の実施形態によるバンドに結合されたセンサーモジュールを含む調整
可能なウェアラブルシステムの側面図である。
【図１０】本発明のさらに他の実施形態によるバンドがセンサーモジュールにオーバース
トラップ（ｏｖｅｒｓｔｒａｐ）する場合、センサーモジュールを含む調整可能なウェア
ラブルシステムの側面図である。
【図１１】本発明のさらに他の実施形態によるフレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃ
ｔｉｏｎ）によって連結された分割バンドを含むモジュール型センサーモジュールを含む
調整可能なウェアラブルシステムの側面図である。
【図１２】本発明のさらに他の実施形態による自体接着ディスプレイユニットから対称的
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に配置される自体接着センサーモジュールを含む調整可能なウェアラブルの側面図である
。
【図１３】本発明の一実施形態による第１位置に微細調整可能なセンサー構成を含むセン
サーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシステムの斜視図である。
【図１４】本発明の他の実施形態による図１３に示したものに対して第２位置に微細調整
可能なセンサー構成を含むセンサーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシステムの
斜視図である。
【図１５】本発明の一実施形態による第１位置に循環センサーユニット構成を含むセンサ
ーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシステムの斜視図である。
【図１６】本発明の他の実施形態による図１５に示したものに対して第２位置に循環セン
サーユニット構成を含むセンサーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシステムの斜
視図である。
【図１７】本発明の一実施形態による第１位置にスライディング（ｓｌｉｄｉｎｇ）セン
サーユニット構成を含むセンサーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシステムの斜
視図である。
【図１８】本発明の他の実施形態による図１７に示したものに対して第２位置にスライデ
ィングセンサーユニット構成を含むセンサーモジュールを含む調整可能なウェアラブルシ
ステムの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、本発明に係るモジュール型センサープラットフォームを有する調整可能なウェア
ラブルシステムを実施するための形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　添付した図面に図示した例及び本発明の実施形態を詳細に説明するものであり、類似の
参照番号は類似の構成要素を指す。
　以下で、本発明の技術的な思想を説明するために図面を参照して実施形態が説明する。
　本発明のいくつかの実施形態を詳細に説明する前に、本発明が以下の説明又は図面で図
示したことに開示した構成要素の配列及び構造の細部事項に対するそのアプリケーション
に限定されないことが理解されるべきである。
　本発明の長所及び特徴、及びこれを達成するための方法は以下の実施形態の詳細な説明
及び添付した図面を参照することで、容易に理解することができる。
　しかし、本発明の技術的な思想は多様な他の形態に具現することができ、本文に開示し
た実施形態に限定されないで構成することもできる。
　むしろ、本文が完璧になることで、技術分野の通常の技術者に本発明の技術的事実が伝
達されるようにこのような実施形態は提供することができる。
　本発明の技術的な思想は添付された特許請求範囲によって定義される。図面で、層（膜
）及び領域の厚さは視覚的な明確性のために誇張されている。
【００１９】
　また、本明細書で使用される語法及び用語は説明の目的のためのものであり、これに限
定するものではない。
　単数用語及び発明を説明する脈絡での類似の指示対象（特に、以下の特許請求範囲）の
使用は本文で異なって称されるか、又は明確に反しない限り、単数及び複数を全てを含む
ように理解される。異なることに言及されない限り、“含む”（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ、
ｈａｖｉｎｇ、ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ、及びｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）の用語は開放形の意味
として理解される（即ち、“含むが、制限されない”を意味する）。
【００２０】
　図面で示すシステムが実際にいくつかのシステムと同様なモデルであることは技術分野
で通常の知識を有する者に明確である。
　説明したモジュール及び論理構造の一部は、マイクロプロセッサ又は類似の装置によっ
て遂行されるソフトウェアで具現されるか、又は例えば、“ＡＳＩＣｓ”（ａｐｐｌｉｃ



(14) JP 2017-516539 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

ａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔｓ）を含む多様
な構成要素を使用してハードウェアで具現することができる。
　“プロセッサ”のような用語は、ハードウェア及び／又はソフトウェアの全てを言及す
るか、又は含むことができる。大文字の使用が特定な意味を暗示するものではなく、この
ように単純に推論されるべきでない。
【００２１】
　同様に、本文で使用される“構成（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）”又は“モジュール（ｍｏｄ
ｕｌｅ）”の用語は特定動作を遂行する、ＦＰＧＡ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂ
ｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ）又はＡＳＩＣのような、ソフトウェア又はハードウェア構
成を意味する。
　しかし、これに限定されるものではない。構成又はモジュールは有利にアドレス指定の
ストレージ媒体内に位置するように構成されることができ、１つ以上のプロセスを遂行す
るように構成されることができる。
　したがって、構成要素は、例として、ソフトウェア構成要素（ｓｏｆｔｗａｒｅ　ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔｓ）、客体指向ソフトウェア構成要素（ｏｂｊｅｃｔ－ｏｒｉｅｎｔｅｄ
　ｓｏｆｔｗａｒｅ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ）、クラス構成要素及びタスク構成要素（ｃ
ｌａｓｓ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ　ａｎｄ　ｔａｓｋ　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔｓ）、プロセ
ス（ｐｒｏｃｅｓｓｅｓ）、機能（ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ）、属性（ａｔｔｒｉｂｕｔｅｓ
）、プロシージャ（ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ）、サブルーチン（ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅｓ）
、プログラムコードのセグメント（ｓｅｇｍｅｎｔｓ　ｏｆ　ｐｒｏｇｒａｍ　ｃｏｄｅ
）、ドライバー（ｄｒｉｖｅｒｓ）、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、プログラム
コード（ｍｉｃｒｏｃｏｄｅ）、回路（ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ）、データ（ｄａｔａ）、デ
ータベース（ｄａｔａｂａｓｅｓ）、データ構造（ｄａｔａ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ）、
テーブル（ｔａｂｌｅｓ）、アレイ（ａｒｒａｙｓ）、及び変数（ｖａｒｉａｂｌｅｓ）
を含む。
　構成又はモジュールのために提供される機能は、さらに少ない構成及び／又はモジュー
ルで組み合わされるか、また追加的な構成及び／又はモジュールで分離することができる
。
【００２２】
　異なって定義されない限り、ここに使用されるすべての技術的及び科学的用語はこの発
明が属する技術分野の当業者によって共通的に理解されることができる同一の意味を有す
る。
　さらに、異なって定義されない限り、一般的な辞書的な用語内定義されたすべての用語
はそれらの一般的な意味として解釈されなければならない。
　任意及びすべての実施形態、又はここに提供された例示的な用語は単なる一般的な発明
の概念をさらに詳しく説明するために使用したものであり、別の言及がなければ、本発明
の範囲を限定しない。
【００２３】
　本発明の実施形態は、使用者の手首を通じて心電図（ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒ
ａｍ、ＥＣＧ）をモニターリングするためのウェアラブル装置を提供するシステムに関す
る。
【００２４】
　図１及び図２は、本発明の一実施形態によるモジュール型ウェアラブルセンサープラッ
トフォーム（ｍｏｄｕｌａｒ　ｗｅａｒａｂｌｅ　ｓｅｎｓｏｒ　ｐｌａｔｆｏｒｍ）を
示す斜視図である。
　一方、図３は、本発明の他の実施形態によるウェアラブルセンサープラットフォーム１
０の分解側面図である。
　たとえば、図１及び図２でウェアラブルセンサープラットフォームの構成要素は実質的
に同一であるが、モジュール及び／又は構成要素の位置は異なることを特徴とする。
【００２５】
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　図１に示す実施形態で、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は身体の一部（こ
こでは使用者の手首）にフィッティング（ｆｉｔｔｉｎｇ）されるスマート時計又は他の
ウェアラブル装置として具現することができる。
　ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、ベースモジュール（ｂａｓｅ　ｍｏｄ
ｕｌｅ）１８、バンド（ｂａｎｄ）１２、クラスプ（ｃｌａｓｐ）３４、バッテリー（ｂ
ａｔｔｅｒｙ）２２、及びバンド１２に結合されたセンサーモジュール（ｓｅｎｓｏｒ　
ｍｏｄｕｌｅ）１６を含む。
【００２６】
　一部の実施形態で、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０のモジュール及び／又
は構成要素は、最終使用者（例えば、消費者、患者、医師等）によって着脱可能である。
　しかし、他の実施形態で、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０のモジュール及
び／又は構成要素は、製造者によってウェアラブルセンサープラットフォーム１０に統合
されることができ、そして最終使用者によって除去されるように意図しなくともよい。
　ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は防水処理され得る。
【００２７】
　バンド又はストラップ（ｓｔｒａｐ）１２は、一体型又はモジュール型である。
　バンド１２は、織物で構成されてもよい。
　例えば、バンド１２は巻かれ、拡張できるゴム材質のメッシュ／織物を幅広く考慮する
ことができる。
　また、バンド１２は、マルチ－バンド（ｍｕｌｔｉ－ｂａｎｄ）又はモジュール型リン
ク（ｍｏｄｕｌａｒ　ｌｉｎｋ）で構成することができる。
　バンド１２は、特定の段階で時計が固定されるようにクラスプ又はラッチを含むことが
できる。
　特定の実施形態で、バンド１２は、他の事物の中で、ベースモジュール１８及びセンサ
ーモジュール１６を連結する配線（図示せず）を含む。
【００２８】
　ベースモジュール１８とセンサーモジュール１６との間の無線通信又はこの無線通信と
有線通信との組み合わせも考慮することができる。
　センサーモジュール１６がウェアラブルセンサープラットフォーム１０の底に位置する
か、又はそれとは異なる方式に、ベースモジュール１８の反対側の端部上に位置するよう
に、センサーモジュール１６はバンド１２に脱着可能であるように付着することができる
。
　センサーモジュール１６が使用者の手首下部の皮膚と少なくとも部分的に接触するよう
にセンサーモジュール１６を配置することによって、センサーユニット２８は使用者から
生理学的なデータを感知することができる。
　センサーユニット２８の接触面は、センサーモジュール１６の表面上に、表面又は下に
、又はこのような位置を組み合わせた位置に位置する。
【００２９】
　ベースモジュール１８がウェアラブルセンサープラットフォーム１０の上端に位置する
ように、ベースモジュール１８はバンド１２に付着される。
　このような方法にベースモジュール１８を位置させる場合、ベースモジュール１８は手
首の上部と少なくとも部分的に接触することができる。
　ベースモジュール１８は、ベースコンピューティングユニット（ｂａｓｅｃｏｍｐｕｔ
ｉｎｇ　ｕｎｉｔ）２０及びグラフィックユーザインターフェイス（ｇｒａｐｈｉｃａｌ
　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ＧＵＩを提供することができるディスプレイ２６を含
む。
　ベースモジュール１８は、例えば、時間の表示、計算の遂行及び／又はセンサーモジュ
ール１６から収集されたセンサーデータを含むデータの表示を含む機能を遂行する。
【００３０】
　センサーモジュール１６との通信に加えて、ベースモジュール１８は身体領域ネットワ
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ーク（ｂｏｄｙ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を形成するために使用者の他の身体部位に
着用された他のセンサーモジュール（図示せず）、又はスマートフォン、タブレットコン
ピュータ、ディスプレイ装置又は他のコンピューティング装置のような、無線接続可能装
置（図示せず）と無線で通信することができる。
【００３１】
　図４でさらに詳しく説明するが、ベースコンピューティングユニット２０、プロセッサ
３６、メモリ３８、入出力部（Ｉ／Ｏ）４０、通信インターフェイス４２、バッテリー２
２、及び加速度計／ジャイロスコープ（ａｃｃｅｌｅｒｏｍｅｔｅｒ／ｇｙｒｏｓｃｏｐ
ｅ）４６、及び温度計４８のようなセンサー４４のセットを含むことができる。
　他の実施形態で、ベースモジュール１８は、また他の大きさ、ケース、及び／又はフォ
ームファクタ、例えば、大型（ｏｖｅｒｓｉｚｅｄ）、インライン型（ｉｎ－ｌｉｎｅ）
、ラウンド型（ｒｏｕｎｄ）、長方形型、正方形型、楕円形型、カレ型（Ｃａｒｒｅ）、
キャリッジ型（Ｃａｒａｇｅ）、トノウ型（Ｔｏｎｎｅａｕ）、非対称形型等のようなフ
ォームファクタを有することができる。
【００３２】
　センサーモジュール１６は、使用者からデータ（例えば、生理学的データ、活動データ
、睡眠統計、及び／又は他のデータ）を収集し、そしてベースモジュール１８と通信する
。
　センサーモジュール１６は、センサープレート（ｓｅｎｓｏｒ　ｐｌａｔｅ）３０に収
容されたセンサーユニット２８を含む。
　特定の具現において、腕時計のような、携帯用装置は非常に小さい体積及び限定された
バッテリー電力を有するので、開示された形態のセンサーユニット２８は腕時計でのセン
サー測定の具現に特に適切である。
　一部の実施形態で、センサーモジュール１６はベースモジュール１８が固定的に配置さ
れないようにバンド１２に調節可能に付着されるが、手首の生理学的気質にしたがって異
なって構成することができる。
【００３３】
　センサーユニット２８は、光センサーアレイ、温度計、ガルバニック皮膚反応（Ｇａｌ
ｖａｎｉｃ　Ｓｋｉｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ、ＧＳＲ）センサーアレイ、生体抵抗（ｂｉｏ
ｉｍｐｅｄａｎｃｅ、ＢｉｏＺ）センサーアレイ、心電図（ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏ
ｇｒａｍ又はｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒａｐｈｙ、ＥＣＧ）センサー、又はこれら
の組み合わせを含むことができる。
　センサーユニット２８は、外界（ｏｕｔｓｉｄｅ　ｗｏｒｌｄ）に関する情報を取得し
、それをモジュール型ウェアラブルセンサープラットフォーム１０に提供することができ
る。
【００３４】
　センサーユニット２８は、また、使用者に、使用者入力又は環境入力及び、フィードバ
ックを提供するための他の構成要素と共に機能することができる。
　例えば、ＭＥＭＳ（ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　ｓｙｓｔｅｍｓ
）加速度計は、プロセッサ３６によって使用される位置、動き、傾き、衝撃、及び振動の
ような情報を測定するのに使用することができる。
　また、他のセンサーも使用することができる。センサーモジュール１６は、またセンサ
ーコンピューティングユニット（ｓｅｎｓｏｒ　ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ　ｕｎｉｔ）３２を
含む。
　センサーユニット２８は、また、生物学的センサー（例えば、パルス、パルスオキシメ
トリー（ｐｕｌｓｅ　ｏｘｉｍｅｔｒｙ）、体温、血圧、体脂肪、等）、物体の接近を探
知するための接近探知器、及び環境センサー（例えば、温度、濕度、周辺光、気圧、高度
、方位、その他の等）を含む。
【００３５】
　他の実施形態において、クラスプ３４は、またＥＣＧ電極を提供する。
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　１つ以上のセンサーユニット２８及びクラスプ３４のＥＣＧ電極は、クラスプ３４が接
触された場合、完全なＥＣＧ信号回路を形成する。
　センサーコンピューティングユニット３２はデータを分析し、データに対する動作（例
えば、計算）を遂行し、データを伝達し、一部の実施形態においては、センサーユニット
２８によって収集されたデータを格納する。
　一部の実施形態において、センサーコンピューティングユニット３２はセンサーユニッ
ト２８の１つ以上のセンサーからデータ（例えば、ＥＣＧ信号を示すデータ）を受信し、
信号（例えば、ＥＣＧ信号）の予め定義された表現を形成するために受信されたデータを
処理する。
【００３６】
　センサーコンピューティングユニット３２は、またデータ及び／又は受信されたデータ
の処理された形態を１つ以上の予め定義された受信先（ｒｅｃｉｐｉｅｎｔ）（例えば、
ベースコンピューティングユニット２０）に追加的な処理、表示、通信等のために伝達す
るように構成する。
　例えば、特定の具現例において、ベースコンピューティングユニット２０及び／又はセ
ンサーコンピューティングユニットは、データが信頼できるか否かを判別し、そして使用
者にデータに対する信頼性の表示を決定する。
【００３７】
　センサーコンピューティングユニット３２がセンサープレート３０に統合できるので、
センサーコンピューティングユニット３２は図１では点線で示した。
　他の実施形態において、センサーコンピューティングユニット３２は省略されるか、又
はウェアラブルセンサープラットフォーム１０上のいずれかのところ又はウェアラブルセ
ンサープラットフォーム１０で離れたいずれかのところに位置することができる。
　センサーコンピューティングユニット３２が省略された実施形態でも、ベースコンピュ
ーティングユニット２０はセンサーコンピューティングユニット３２によって遂行するこ
とができる機能を遂行することができる。
　センサーモジュール１６とベースモジュール１８との組み合わせを通じて、データは収
集、伝送、格納、分析、使用者に伝送、及び表示することができる。
【００３８】
　図１で示したウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、図２及び図３で示したウ
ェアラブルセンサープラットフォーム１０と類似である。
　したがって、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、バンド１２、バッテリー
２２、クラスプ３４、ディスプレイ／ＧＵＩ２６を含むベースモジュール１８、ベースコ
ンピューティングユニット２０、センサーユニット２８を含むセンサーモジュール１６、
センサープレート３０、及び選択的なセンサーコンピューティングユニット３２を含む。
　しかし、図３で分かるように、特定のモジュールの位置は変更され得る。
【００３９】
　例えば、図３でクラスプ３４は図１でのクラスプ３４に比べてディスプレイ／ＧＵＩ２
６にさらに近い。
　同様に、図３で、バッテリー２２は、ベースモジュール１８に収容される。
　図１で示した実施形態で、バッテリー２２はディスプレイ２６の反対側のバンド１２上
に収容される。しかし、一部の実施形態では、バッテリー２２はベースモジュール１８及
び選択的にベースモジュール１８の内部又は永久的なバッテリー（図示せず）を充電する
ものと理解されなければならない。
　このような方式で、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は持続的に着用するこ
とができる。
　したがって、多様な実施形態で、モジュール及び他の構成要素の位置及び／又は機能は
変更することができる。
【００４０】
　図４は、本発明の他の実施形態によるベースモジュール１８を含むモジュール型ウェア
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ラブルセンサープラットフォーム１０の構成を示すブロック図である。
　ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、図１及び図２のウェアラブルセンサー
プラットフォーム１０と類似であり、したがって類似の図面符号を有する類似の構成要素
を含む。
　本実施形態において、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、バンド１２及び
バンド１２に付着されたセンサーモジュール１６を含む。
　着脱可能なセンサーモジュール１６は、バンド１２に付着されたセンサープレート３０
及びセンサープレート３０に付着されたセンサーユニット２８をさらに含む。
　センサーモジュール１６は、またセンサーコンピューティングユニット３２を含む。
【００４１】
　ウェアラブルセンサープラットフォーム１０は、ベースコンピューティングユニット２
０と類似の図３のベースコンピューティングユニット２０及び図３の１つ以上のバッテリ
ー２２を含む。
　例えば、図１及び図２のバッテリー２２と類似の永久的な及び／又は着脱可能なバッテ
リー２２を提供することができる。
　一実施形態において、ベースコンピューティングユニット２０は、通信インターフェイ
ス４２を通じてセンサーコンピューティングユニット３２と通信するか、或いはセンサー
コンピューティングユニット３２を制御することができる。
　一実施形態において、通信インターフェイス４２は直列インターフェイスを含む。
　ベースコンピューティングユニット２０は、プロセッサ３６、メモリ３８、Ｉ／Ｏ４０
、ディスプレイ２６、通信インターフェイス４２、センサー４４、及び電源管理ユニット
（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｕｎｉｔ）８８を含む。
【００４２】
　プロセッサ３６、メモリ３８、Ｉ／Ｏ４０、通信インターフェイス４２、及びセンサー
４４は、システムバス（図示せず）を通じて互いに接続される。
　プロセッサ３６は、１つ以上のコアを有するシングルプロセッサ、又は１つ以上のコア
を有するマルチプロセッサを含む。
　プロセッサ３６は、使用者によって与えられた口頭によるオーディオ周波数命令（ｖｅ
ｒｂａｌ　ａｕｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｃｏｍｍａｎｄ）を収容、受信、変換、及
び処理するＩ／Ｏと共に構成される。
　例えば、オーディオコーデック（ａｕｄｉｏ　ｃｏｄｅｃ）を使用することができる。
【００４３】
　プロセッサ３６は、オペレーティングシステム（ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）
ＯＳ９０及び多様なアプリケーションの命令を実行する。
　プロセッサ３６は、装置構成要素の間の命令相互作用及びＩ／Ｏインターフェイスを通
じた通信を制御する。
　ＯＳ９０の例示は、リナックス（登録商標）アンドロイド（Ｌｉｎｕｘ（登録商標）　
Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標））、アンドロイドウェア（Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）　Ｗ
ｅａｒ）、及びタイゼン（Ｔｉｚｅｎ（登録商標））ＯＳを含むが、これに制限されるこ
とではない。
【００４４】
　メモリ３８は、例えば、ＲＡＭ（例えば、ＤＲＡＭ及びＳＲＡＭ）、ＲＯＭ、キャッシ
ュ、仮想メモリ、マイクロドライブ、ハードディスク、マイクロＳＤカード、及びフラッ
シュメモリを含む他のメモリタイプを含む１つ以上のメモリを含む。
　Ｉ／Ｏ４０は、情報を受信し、そして情報を出力する構成要素の集合を含む。
　入力された、出力された又は他の処理されたデータを収容することができるＩ／Ｏ４０
を含む構成要素の例としては、マイク、メッセージング（ｍｅｓｓａｇｉｎｇ）、カメラ
、及びスピーカーを含む。
　Ｉ／Ｏ４０は、またオーディオチップ（図示せず）、ディスプレイ制御器（図示せず）
、及びタッチスクリーン制御器（図示せず）を含む。
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　図４で示す実施形態で、メモリ３８はプロセッサ３６の外部に位置する。
　他の実施形態で、メモリ３８はプロセッサ３６に内装された内部メモリである。
【００４５】
　通信インターフェイス４２は、単方向又は双方向無線通信を支援するための構成要素を
含み、そして一部の具現例としてネットワークを通じた無線通信、他の具現例として有線
インターフェイス、又は多重インターフェイスのための無線ネットワークインターフェイ
ス制御器（又はこれと類似の構成要素）を含む。
　一実施形態において、通信インターフェイス４２は、データ（ディスプレイ２６上で表
示され、アップデートされるストリーミングデータを含む）を主に遠隔で受信するための
ものである。
　しかし、代案的な実施形態として、データを送信することの他に、通信インターフェイ
ス４２は、また音声伝送を支援することができる。
　例示的な実施形態において、通信インターフェイス４２は、低い電力及び中間電力の無
線（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）通信を支援する。
　特定の具現例において、無線通信の例示的な形態は、ＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登
録商標）　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ）、ＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅ
ａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷｉＭＡＸ（登録商標）、受動ＲＦＩＤ（ｒａｄｉｏ－ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ネットワークアダプター及びモデムを含
む。
【００４６】
　しかし、他の実施形態において、無線通信の例示的な形態は、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒ
ｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）インターフェイス、Ｗｉ－Ｆｉ、ＷＰＡＮ、マルチホップネット
ワーク（ｍｕｌｔｉ－ｈｏｐ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、又は３Ｇ、４Ｇ、５Ｇ、又はＬＴＥ（
Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のようなセルラーネットワークを含む。
　他の無線オプションは、例えば、ＵＷＢ（ｕｌｔｒａ－ｗｉｄｅ　ｂａｎｄ）及び赤外
線通信を含む。
　通信インターフェイス４２は、また接触を通じた直列通信及び／又はＵＳＢ通信のよう
な、無線以外の他のタイプの通信装置（図示せず）を含む。
　例えば、マイクロＵＳＢ－タイプのＵＳＢ、フラッシュドライブ、又は他の有線接続は
通信インターフェイス４２と共に使用することができる。
【００４７】
　一実施形態において、ディスプレイ２６は、ベースコンピューティングユニット２０と
共に統合することができる。
　一方、他の実施形態では、ディスプレイ２６は、ベースコンピューティングユニット２
０の外部に位置することができる。
　ディスプレイ２６は、平面（ｆｌａｔ）又は曲面（ｃｕｒｖｅｄ）、例えば、モジュー
ル型ウェアラブルセンサープラットフォーム１０が位置する身体部位（例えば、手首、足
首、頭、その他の等）と類似の曲率を有する曲面形状であってもよい。
【００４８】
　ディスプレイ２６は、タッチスクリーン又はジェスチャーで制御することができる。
　ディスプレイ２６は、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄ
ｉｏｄｅ）ディスプレイ、ＴＦＴ　ＬＣＤ（Ｔｈｉｎ－Ｆｉｌｍ－Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、又は他の適当なディスプレイ技術
である。
　ディスプレイ２６は、アクティブマトリックス（ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ）であり
得る。
　ディスプレイ２６の例示は、ＡＭＯＬＥＤ（ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　ｏｒｇａｎ
ｉｃ　ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）ディスプレイ又はＳＬＣＤ（ｓｕｐ
ｅｒ　ｌｉｑｕｉｄ－ｃｒｙｓｔａｌ－ｄｉｓｐｌａｙ）である。
　ディスプレイは、３Ｄ又はフレキシブル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）ディスプレイである。
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【００４９】
　センサー４４は、すべてのＭＥＭｓ（ｍｉｃｒｏｅｌｅｃｔｒｏｍｅｃｈａｎｉｃａｌ
　ｓｙｓｔｅｍｓ）センサーを含む。
　例えば、このようなセンサーは、加速度計／ジャイロスコープ４６及び温度計４８を含
むことができる。
【００５０】
　電源管理ユニット８８は、電源２２に接続され、そして少なくともベースコンピューテ
ィングユニット２０の電力機能（ｐｏｗｅｒ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を伝達及び／又は制御
するマイクロコントローラを含む。
　電源管理ユニット８８は、プロセッサ３６と通信し、そして電源管理を調節する。
　一部の実施形態において、電源管理ユニット８８は電源レベルが特定の閾値レベル下に
低下したか否かを判別する。
　他の実施形態において、電源管理ユニット８８は補助充電のためにどのくらいの時間が
経過したのかを判別する。
【００５１】
　電源２２は、永久的な又は着脱可能なバッテリー、燃料電池、又は光電圧電池等である
。
　バッテリー２２は、使い捨てであってもよい。
　一実施形態において、電源２２は再充電可能であり、例えば、リチウムイオンバッテリ
ー又はそのようなものを使用することができる。
　電源管理ユニット８８は、バッテリー２２を充電するために電圧コントローラ及び充電
コントローラを含む。
　一部の具現において、１つ以上の太陽電池を電源２２として使用することができる。
　電源２２は、また、ＡＣ／ＤＣ電源供給を動力として利用するか、或いはこれらによっ
て充電され得る。
　電源２２は、非接触又は接触充電方式に充電することができる。
　一実施形態において、電源管理ユニット８８は、また電源インターフェイス５２を通じ
て着脱可能なセンサーモジュール１６にバッテリー電力の供給を伝達及び／又は制御する
ことができる。
　一部の実施形態では、バッテリー２２はベースコンピューティングユニット２０に内装
され得る。他の実施形態では、バッテリー２２はベースコンピューティングユニット２０
の外部に位置することができる。
【００５２】
　他のウェアラブル装置構成も使用することができる。
　例えば、ウェアラブルセンサーモジュールプラットフォーム１０は、下腕、腰、手指、
足首、首、胸、又は足に着用することができる。
　即ち、ウェアラブルセンサーモジュールプラットフォーム１０が正確であり、信頼性あ
るデータを取得するためにセンサーユニット２８が使用者の皮膚に近接した位置で接触す
ることを十分に保障できる足又は腕バンド、胸バンド、腕時計、頭バンド、快適にフィッ
ティングされるシャツのような使用者によって着用される衣類、又は使用者によって着用
される何らかの他の物理的装置又は装置の集合で具現することができる。
【００５３】
　図５は、手首に使用されたセンサーが装着されたバンドと接触された手首１４の断面図
である。
　さらに具体的には、例えば、図６は、ウェアラブルセンサーモジュール１０の一実施形
態を示す図である。
　図６の上端部は、使用者の手首１４の断面周囲を囲んだウェアラブルセンサーモジュー
ル１０を示し、一方、図６の下端部は、平らに開けたバンド１２を示す。
【００５４】
　本実施形態によれば、ウェアラブルセンサーモジュール１０は、少なくとも光センサー
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アレイ５４を含み、そしてまたガルバニック皮膚反応（ｇａｌｖａｎｉｃ　ｓｋｉｎ　ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅ、ＧＳＲ）センサーアレイ５６、生体抵抗（ｂｉｏｉｍｐｅｄａｎｃｅ、
ＢｉｏＺ）センサーアレイ５８、及び心電図センサー（ｅｌｅｃｔｒｏｃａｒｄｉｏｇｒ
ａｍ以下、ＥＣＧ）６０のような、選択的なセンサーを含むか、又はセンサーアレイを含
む何らかの組み合わせを含むことができる。
　他の実施形態によれば、バンド１２が身体部位に着用される場合、各センサーアレイが
特定の血管（即ち、動脈、静脈、又は毛細血管）又は血管と関係なく、高い電気的な反応
を有する領域上を覆っているか、又はそうでなければ、特定の血管又は血管と関係なく、
高い電気的な反応を有する領域を取り扱うように、センサーユニット２８はバンド１２上
に配列又は配置される個別センサーのアレイを含むセンサーアレイで構成される。
【００５５】
　さらに具体的には、図５及び図６で示すように、センサーアレイは、血管（例えば、橈
骨動脈１４Ｒ及び／又は尺骨動脈１４Ｕ）の縦軸に実質的に垂直に配置され、そして最適
の信号を取得するために血管の幅に重ねる。
　一実施形態において、バンド１２は、センサーアレイを含むセンサーユニット２８が使
用者の皮膚と接触するように着用され、使用者の手首１４のような身体部位に対する動き
を防がなく、センサー接触点において使用者を不便にしない程度にタイトに装着される。
【００５６】
　他の実施形態において、センサーユニット２８は、相対的な血流量、パルス及び／又は
血中酸素濃度を測定することができるＰＰＧ（ｐｈｏｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈ
）センサーアレイを含む光センサーアレイ５４を含む。
　本実施形態では、光センサーアレイ５４は充分な正確性及び信頼性を有する適切な測定
をするために動脈（橈骨動脈又は尺骨動脈のような）上に十分に近接するようにセンサー
モジュール１６を配列させる。
【００５７】
　以下で、光センサーアレイ５４をより具体的に説明する。
　一般的に、個別光センサー５５の各々の構成及びレイアウトは、使用する場合によって
多様に変更し得る。
　一実施形態では、光センサーアレイ５４は個別光センサー５５のアレイを含む。
　個別光センサー５５の各々は、少なくとも１つの光検出器６２及び光検出器６２に隣接
するように位置した少なくとも２つのマッチング光源６４の組み合わせである。
　一実施形態では、個別光センサー５５の各々は、隣接する光センサーから約０．５ｍｍ
乃至２ｍｍの予め決定された距離程度バンド１２上で互いに離隔している。
【００５８】
　接触する皮膚の一部が、使用する期間の間に（数日または数週の間に）適切に空気に露
出されなければ、このような装置の継続的な着用は、皮膚刺激を発生させる傾向がある。
　ＬＥＤが放出する例示的な光の色は、緑色、赤色、近赤外線、及び赤外線波長を含む。
　光検出器６２の各々は、受信された光エネルギーを電気的な信号に変換する。
　一実施形態において、信号は反射光容積脈波（ｒｅｆｌｅｃｔｉｖｅ　ｐｈｏｔｏｐｌ
ｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈ）信号を含む。
　他の実施形態において、信号は透過光容積脈波（ｔｒａｎｓｍｉｔｔａｎｃｅ　ｐｈｏ
ｔｏｐｌｅｔｈｙｓｍｏｇｒａｐｈ）信号を含む。
　一実施形態では、光検出器６２はフォトトランジスタ（ｐｈｏｔｏｔｒａｎｓｉｓｔｏ
ｒ）を含む。
　代案的な実施形態では、光検出器６２はＣＣＤ（ｃｈａｒｇｅ－ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｅ
ｖｉｃｅ）を含む。
【００５９】
　図７は、本発明の更に他の実施形態によるウェアラブルセンサーモジュールの構成要素
の他の構成を示すブロック図である。
　本実施形態で、ＥＣＧ６０、生体抵抗センサーアレイ５８、ＧＳＲアレイ５６、温度計
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４８、光センサーアレイ５４は、バンド１２上のセンサーからデータを制御し、受信する
光電子ユニット（ｏｐｔｉｃａｌ－ｅｌｅｃｔｒｉｃ）６６に連結される。
　他の具現では、光電子ユニット６６はバンド１２の一部である。
　代案的な具現では、光電子ユニット６６はバンド１２から分離される。
【００６０】
　光電子ユニット６６は、「ＥＣＧ及びＢＩＯＺ（ｂｉｏｉｍｐｅｄａｎｃｅ）ＡＦＥ（
ａｎａｌｏｇ　ｆｒｏｎｔ　ｅｎｄ）」（７６、７８）、「ＧＳＲ　ＡＦＥ」７０、光セ
ンサーＡＦＥ７２、プロセッサ３６、ＡＤＣ（ａｎａｌｏｇ－ｔｏ－ｄｉｇｉｔａｌ　ｃ
ｏｎｖｅｒｔｅｒ）７４、メモリ３８、加速度計４６、圧力センサー８０、及び電源２２
を含む。
　ここで使用されるように、ＡＦＥ６８は、対応するセンサーとＡＤＣ７４又はプロセッ
サ３６の間のアナログ信号コンディショニング回路インターフェイス（ａｎａｌｏｇ　ｓ
ｉｇｎａｌ　ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を
含む。
　「ＥＣＧ及びＢＩＯＺ　ＡＦＥ」（７６、７８）は、ＥＣＧ６０及び生体抵抗センサー
アレイ５８と信号を交換する。
　「ＧＳＲ　ＡＦＥ」７０はＧＳＲアレイ５６と信号を交換し、そして光センサーＡＦＥ
７２は光センサーアレイ５４と信号を交換する。
【００６１】
　一実施形態では、「ＧＳＲ　ＡＦＥ」７０、光センサーＡＦＥ７２、加速度計４６、及
び圧力センサー８０はバス８６を通じてＡＤＣ７４と接続される。
　ＡＤＣ７４は電圧のような物理量の大きさを示すデジタル値に変換する。
　一実施形態では、「ＥＣＧ及びＢＩＯＺ　ＡＦＥ」（７６、７８）、メモリ３８、プロ
セッサ３６、及びＡＤＣ７４は、マイクロコントローラ８２の構成要素を含む。
　一実施形態では、「ＧＳＲ　ＡＦＥ」７０及び光センサーＡＦＥ７２は、またマイクロ
コントローラ８２の一部である。
【００６２】
　一実施形態において、プロセッサ３６は、例えば、ＡＲＭホールディングスのＣｏｒｔ
ｅｘ　３２－ｂｉｔ　ＲＩＳＣ　ＡＲＭプロセッサコアのような、ＲＩＳＣ（ｒｅｄｕｃ
ｅｄ　ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｓｅｔ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）を含む。
　図７で示した実施形態では、メモリ３８はマイクロコントローラ８２に内装された内部
メモリである。
　他の実施形態では、メモリ３８はマイクロコントローラ８２の外部に位置する。
【００６３】
　例示的な実施形態によれば、プロセッサ３６は、センサー補正及びデータ獲得機能を遂
行する数ある補正及びデータ獲得部８４を実行する。
　一実施形態において、センサー補正機能は、血管に対して１つ以上のセンサーアレイを
自己整列（ｓｅｌｆ－ａｌｉｇｎｉｎｇ）するためのプロセスを含む。
　一実施形態では、センサー補正は、センサーからデータを受信する前、開始段階で、又
は動作する間に、周期的な間隔で遂行することができる。
【００６４】
　他の実施形態で、センサーユニット２８は、またガルバニック皮膚反応（ＧＳＲ）セン
サーアレイ５６を含み、それは水分レベルによって変わる皮膚の電気伝導度を測定する４
つ以上のＧＳＲセンサーを含む。
　通常的に、２つのＧＳＲセンサーが皮膚表面に沿って抵抗を測定するために必要である
。
　本実施形態の一側面によれば、ＧＳＲセンサーアレイ５６は、４つのＧＳＲセンサーを
含むものと示され、４つの中のいずれか２つであっても使用のために選択することができ
る。
　一実施形態では、ＧＳＲセンサー５６はバンド上で互いに２ｍｍ乃至５ｍｍ離れて位置
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する。
【００６５】
　その他の実施形態において、センサーユニット２８は、また生体抵抗センサーアレイ５
８を含み、それは生体電気インピーダンス又は組織を通じた電流の流れの反対を測定する
４つ以上の生体抵抗センサー５９を含む。
　通常的に、生体抵抗を測定するためには単なる２対の電極が必要である。
　一対の電極は電流（Ｉ）用電極であり、他の一対の電極は電圧（Ｖ）用電極である。
　しかし、例示的な実施形態によれば、生体抵抗センサーアレイ５８は少なくとも４つ乃
至６個の生体抵抗センサー５９を含むように提供され、電極の中のいずれかの４つは電流
（Ｉ）の対と電圧（Ｖ）の対のために選択される。
　このような選択は、マルチプレクサーを使用してなされる。
【００６６】
　図に示した実施形態で、生体抵抗センサーアレイ５８は、橈骨動脈又は尺骨動脈のよう
な、動脈上を覆っていることと示した。
　一実施形態では、生体抵抗センサー５９はバンド上で５ｍｍ乃至１３ｍｍ離れて位置す
る。
　一実施形態では、生体抵抗センサー５９を含む１つ以上の電極が１つ以上のＧＳＲセン
サー５６と多重化される。
　その他の実施形態において、バンド１２は、使用者の心臓の周期的な電気活動を測定す
る１つ以上の心電図ＥＣＧセンサー６０を含む。
　さらに、バンド１２は、温度又は温度勾配を測定するために温度計４８を含み得る。
【００６７】
　調節可能なセンサー支持構造（ａｄｊｕｓｔａｂｌｅ　ｓｅｎｓｏｒ　ｓｕｐｐｏｒｔ
　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）の例示的な実施形態によれば、フレキシブルブリッジ（ｆｌｅｘ
ｉｂｌｅ　ｂｒｉｄｇｅ）構造によって支持される一連のセンサーはバンドに沿って角と
角が直列に連結される。
　ブリッジで支持されるセンサーを具備するそのようなバンドは、例えば、手首１４に着
用され得る。
　手首１４のような測定位置に対して着用された場合、手首１４の変化するトポロジー（
ｔｏｐｏｌｏｇｙ）は、このような手首１４の変化するトポロジに沿うバンドのため、ブ
リッジに同時に加えられる力を引き起こす。
【００６８】
　その上に、他の種類の装置も使用者との相互作用を提供するために使用することができ
る。
　例えば、使用者に提供されるフィードバックは感覚フィードバック（例えば、時刻フィ
ードバック、聴覚フィードバック、又は触覚フィードバック）の何らかの形態であっても
よく、そして使用者からの入力は音響、言語、又は触覚入力を含む何らかの形態にも受信
することができる。
【００６９】
　重力（ｇｒａｖｉｔｙ）は力である。
　それは一般的に物体が互いに対してどのようにして相互作用するかを説明する。
　例えば、地球が人に及ぶ重力（ｇｒａｖｉｔａｔｉｏｎａｌ　ｆｏｒｃｅ）は人が地球
上に残っているようにする。
　地球の重力は、しばしば地球ジーフォース（ｇ－ｆｏｒｃｅ）と称される。
　微細重力（ｍｉｃｒｏ－ｇｒａｖｉｔｙ）又はハイポ重力（ｈｙｐｏ－ｇｒａｖｉｔｙ
）は、一般的に重力が地球ジーフォースよりさらに小さい条件を指す。
　例えば、月によって及ぶ重力は単なる地球ジーフォースによって及ぶ重力の一部に過ぎ
ない。
　他の例として、人工重力が無い場合、宇宙飛行又は宇宙ステーションで人は微細重力の
対象になる。
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　同様に、超重力（ｓｕｐｅｒ－ｇｒａｖｉｔｙ）又は過重力（ｈｙｐｅｒ－ｇｒａｖｉ
ｔｙ）は、重力が地球ジーフォースよりさらに大きい条件を指す。
　例えば、離陸する宇宙船でジーフォースを受けた人は超重力の対象になる。
【００７０】
　生物学的過程（ｐｒｏｃｅｓｓ）は重力の変化によって影響を受ける。
　このような重力の変化は、有機体の健康及び機能に影響を与える。
　例えば、人間心臓は、重力に対抗して頭及び上体に血液をポンプし、臓や肺に血液を戻
すこと、また下肢に血液をポンプすることに対して地球重力が提供する利点を受け入れる
ように進化してきた。
　例えば、微細重力下で、心臓の普通のポンピング機能は“パフィフェース症候群（ｐｕ
ｆｆｙ　ｆａｃｅ　ｓｙｎｄｒｏｍｅ）”と称される現象につながるが、心臓が地球重力
の利点を有しなく、そして低い下肢に血液を送るためにさらに強くポンプしなければなら
なく、脚の筋肉からあまり助けを受けないので、首と顔の静脈が拡張され、目は腫れて赤
くなり、そして足はさらに細くなる。
【００７１】
　このように、人間の生理学的パラメーター（例えば、血流、血液量、血液細胞生産、筋
肉量及び骨質量のような）は人体に及ぶ重力によって変わる。
　また、時間は、一般的に宇宙で異なって進行することが知られている（時間遅滞（ｔｉ
ｍｅ　ｄｉｌａｔｉｏｎ））。そして、光もまた異なって進行することが知られている。
　例えば、戦闘機が変化する“重力（ｇ）”条件下で飛行する場合、ジェット機飛行士の
血流は変化することが知られている。
　宇宙旅行、及び変化する重力条件は、血がそのような条件下で人間の動脈に流れる方式
及びＭＥＭＳのような一部センサーが特定パラメーターを測定する方法に影響を与える。
　追加的に、ＥＣＧ信号、血液及び／又は血流のように光を使用する測定は、変化する重
力条件下で時間及び光配列動作によって異なるようになる。
　即ち、そのようなセンサーの正確性は、また、生理学的変化及び／又は微細重力や超重
力条件下で時間と光を測定する方法によって影響を受ける。
【００７２】
　一部の実施形態において、したがって、センサーは他の重力条件を考慮して動作するよ
うに構成される。
　例えば、加速度計／ジャイロスコープ４６は、モジュールによって経験される重力（例
えば、微細重力）を測定するように構成することができる。
　重力測定又は測定の表示データは、プロセッサ３６、ガルバニック皮膚反応ＧＳＲセン
サーアレイ５６、生体抵抗ＢｉｏＺセンサーアレイ５８、心電図ＥＣＧセンサー６０、及
び／又はセンサーユニット２８の中の１つ以上で供給され得る。
　そうすると、プロセッサ３６、ガルバニック皮膚反応ＧＳＲセンサーアレイ５６、生体
抵抗ＢｉｏＺセンサーアレイ５８、心電図ＥＣＧセンサー６０、及び／又はセンサーユニ
ット２８は、重力データ及び／又は測定に基づいて較正（ｃａｌｉｂｒａｔｅ）される。
　同様に、重力測定又は測定の表示データに基づいて、プロセッサ３６は、時間差（ｔｉ
ｍｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ）及び光速度差（ｌｉｇｈｔ　ｓｐｅｅｄ　ｄｉｆｆｅ
ｒｅｎｔｉａｌ）を判別するように構成され、時間と光の測定差による追加的な較正のた
めにそのような相違をガルバニック皮膚反応ＧＳＲセンサーアレイ５６、生体抵抗Ｂｉｏ
Ｚセンサーアレイ５８、心電図ＥＣＧセンサー６０、及び／又はセンサーユニット２８の
中の１つ以上に送るように構成することができる。
【００７３】
　本明細書で記述したシステム及び技術は、バックエンド構成要素（ｂａｃｋ　ｅｎｄ　
ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）（例えば、データサーバー）、又はミドルウェア構成要素（例えば
、アプリケーションサーバー）、又はフロントエンド構成要素（例えば、使用者が本明細
書で記述したシステム及び技術の具現と相互作用することができるグラフィックユーザイ
ンターフェイス又はウェブブラウザを有するクライアントコンピュータ）、又はこのよう
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なバックエンド、ミドルウェア、又はフロントエンド構成要素のいずれかの組み合わせも
含むコンピューティングシステムで具現することができる。
　システムの構成要素は、デジタルデータ通信（例えば、通信ネットワーク）のいずれか
の形式又は媒体によっても互いに接続される。
　通信ネットワークの例示は、ＬＡＮ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡ
Ｎ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、及びインターネットを含む。
【００７４】
　コンピューティングシステムは、クライアント及びサーバーを含む。
　クライアント及びサーバーは、一般的に互いに離れており、そして一般的に通信ネット
ワークを通じて相互作用する。
　クライアント及びサーバーの関係は、各コンピュータ上で駆動され、そして互いに対す
るクライアント－サーバー関係を有するコンピュータプログラムによって発生する。
　多様なクラウドベースプラットフォーム及び／又は他のデータベースプラットフォーム
は、例えば、モジュール型センサープラットフォーム１０にデータを受信し、送信するた
めのモジュール型センサープラットフォーム１０の特定の具現例で使用することができる
。
【００７５】
　１つのこのような具現としては、マルチ－モーダルインタラクション（ｍｕｌｔｉ－ｍ
ｏｄａｌ　ｉｎｔｅｒａｃｔｉｏｎ）のためのアーキテクチャ（図示せず）である。
　このようなアーキテクチャは、モジュール型センサープラットフォーム１０のような、
ウェアラブル装置及び他の装置、ウェブサイト、オンラインサービス、及びアプリケーシ
ョン（ａｐｐｓ）のさらに大きいクラウドの間で人工知能の階層として使用することがで
きる。
　このようなアーキテクチャは、保管されたデータを有するモジュール型センサープラッ
トフォーム１０からのデータを解釈（例えば、モニターリング及び比較によって）するこ
とを提供し、そしてこれは、例えば、使用者又は医療専門家に状態の変化を通知するのに
使用することができる。
　このようなアーキテクチャは、また、モジュール型センサープラットフォーム１０と、
例えば、幾つかのソーシャルメディア、スポーツ、音楽、映画、電子メール、文字メッセ
ージ、病院、処方箋のような、他の情報の間での相互作用を可能にすることができる。
【００７６】
　図８～１２は、バンド１２上に装着された脱着可能なセンサーモジュール１６を示すモ
ジュール型ウェアラブルセンサープラットフォーム又は装置１０の様々な実施形態を示す
。
　ウェアラブルセンサープラットフォーム又はシステム（８００、９００、１０００、１
１００、及び１２００）は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０と類似であり、
したがって類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
【００７７】
　図に示した実施形態の各々は、脱着可能な電源２２を含み、センサーモジュール１６と
ベースモジュール１８との間、又はセンサーモジュール１６と遠隔装置やシステム（図示
せず）との間での無線（又は有線）通信能力を含むことができる。
　同様に、当業者によって理解することができるように、図８～１２に示した１つ以上の
実施形態は必要である用度によって図１～３に示した実施形態を使用することができる。
【００７８】
　図８～１２は、身体部位の人体計測サイズが増加（又は減少）することによって、セン
サーモジュール１６は、使用期間にわたって生理学的測定及び使用者に便宜で適当なその
最適又は最適に近い位置を維持し、一方でディスプレイ２６は人体計測サイズの大きい範
囲にわたって身体部位に関するその位置を維持するように、ディスプレイ２６に相対的に
センサーモジュール１６を位置させた構成を使用する多様な実施形態を示す。
【００７９】
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　例えば、システム１０が手首に着用される場合、センサーモジュール１６は、手首の下
方で、最適又は最適に近い位置及びソフトな圧力を維持し、一方でディスプレイ２６は、
手首の大きさの範囲に関係なく、手首の上方で使用者が望む位置を維持する。
　さらに具体的には、図８に示した実施形態で、センサーモジュール８１６は、選択的に
脱着可能であり、またバンド８１２に付着されたセンサーモジュール８１６を含みセンサ
ープレートに付着されたセンサーユニット（完全に図示されない）含む。
　センサーモジュール８１６は、また図１～３のセンサーコンピューティングユニット３
２と同様のプロセッサ又はセンサーコンピューティングユニット（図示せず）を含む。
【００８０】
　ウェアラブルセンサープラットフォーム又はシステム８００は、選択的なスマート装置
又はベースモジュール８１８、ストラップ又はバンド８１２、ベースコンピューティング
ユニット８２０、ディスプレイ／ＧＵＩ８２６、及びバンド８１２に付着されたセンサー
モジュール８１６を含むものとして示す。
　一部の他の実施形態では、ウェアラブルセンサープラットフォーム８００は、選択的な
ベースモジュール８１８は含まない。
　一部の実施形態では、ベースモジュール８１８は、通信インターフェイスと類似のイン
ターフェイス（図示せず）を含む。
　一部の実施形態では、モジュール型センサープラットフォーム又はシステム８００は、
スマート時計（ｓｍａｒｔ　ｗａｔｃｈ）又はスマートフォン（ｓｍａｒｔ　ｐｈｏｎｅ
）である。
【００８１】
　多様な実施形態において、バンド８１２は、各固有の使用者に対して多様な大きさを有
する他の身体部位の範囲（例えば、頭、胸、手首、足首、リング（ｒｉｎｇ））を快適に
合わせるように構成される。
　例えば、手首（ｗｒｉｓｔ：（又は手首回り））対して、バンド８１２は、小さい手首
（手首回り）に対する約１３５ｍｍから大きい手首（手首回り）に対する約２１０ｍｍま
でに至るように、同時に使用期間（例えば、継続的な、短時間又は長時間）に掛けて信頼
できる測定及び使いやすさのために身体部位と充分なセンサーユニット８２８接触を維持
するように、バンド８１２の長さに対する広い範囲の大きさに掛けて対称的に調節可能す
ることができる。
【００８２】
　このようなバンド８１２は、また身体部位周辺で同様の対称調整のための複数のサブ－
バンド（図示せず）を含み、手首及びその周辺の空気が容易に循環され、それによって追
加的な快適さを提供することができる。
　このようなサブ－バンドは、水平又は垂直方向の層に配置することができる。
　バンド８１２は、また多様な弾性を有することができる。
　例えば、バンド８１２は、ベースモジュール８１８及び／又はセンサーモジュール８１
６で、又はその付近で、より小さい弾性領域を有し、バンド８１２の残る位置でより大き
い弾性領域を有することができる。
　バンド８１２に対する他の材料特性は考慮され、当業者によって理解されるべきである
。
【００８３】
　例えば、バンド８１２は、一般的に化学的に不活性物質、医療用物質、低刺激性シリコ
ン、ゴム、グラフェン（ｇｒａｐｈｅｎｅ）、及びその他の等で構成される。
　バンド８１２は、弾性重合体物質、非金属物質、非磁性金属、成形プラスチック、衝撃
－抵抗プラスチック、フレキシブル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）プラスチック、プラスチック、
ゴム、木、ファブリック（ｆａｂｒｉｃ）、布、弾性重合体物質、又はこれらの組み合わ
せ構成されるグループから選択された物質を含むことができる。
　バンド８１２は、また継続的な皮膚との同等の感じ及び快適さを提供するために皮膚移
植、人工皮膚、又は他の同様なファブリックで製造することができる。
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【００８４】
　一部の実施形態において、バンド８１２は、通気性素材で製造され、大きい体積のプラ
スチック素材を避ける、織物ベースのウェアラブルフォームファクタ（例えば、手首及び
手のひら）を使用することができる。
　フレキシブルファブリックは、多様な位置に移動することができる。
　このような移動は、いくつかの非通気性構成要素として、あまりにも長い期間皮膚の同
一の領域を覆うことを避けることができる。
　このように、ファブリックバンド８１２は、また追加された通気性を提供し、短期又は
長期アプリケーションで持続的に（年中無休２４時間使用）着用するシステムで感染の危
険を最小化することができる。
　追加的に、バンド８１２は、滑りを最小限にする製織された内部表面を有する。
　バンド８１２は、また同様な対称調整のために重ねるか、或いは互いに絡み合うストラ
ップを含む。
【００８５】
　図８に示した実施形態で、センサーモジュール８１６及び脱着可能な電源インターフェ
イス８２２（使用される仮定下で、図８には図示せず）の全ては身体部位（ここでは使用
者の手首）の輪郭に沿って形成される。
　システム８００が手首に着用される場合、センサーモジュール８１６は手首の皮膚に接
触する。
　一部の実施形態では、センサーモジュール８１６は、フレキシブルプレート（ｆｌｅｘ
ｉｂｌｅ　ｐｌａｔｅ）である。
　一部の実施形態では、センサーユニット８２８は、例えば、身体部位に接触するセンサ
ーユニット８２８がバンドの調整無しで快適性及び／又は測定安定性及び正確度を向上さ
せるように、スプリングロード（ｓｐｒｉｎｇ　ｌｏａｄｅｄ）又はフレキシブルゲル（
ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｇｅｌ）に共成形（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）されて配置することができ
る。
　追加的に、センサーモジュール８１６は、昼の間にはバンド８１２の１つのタイプに着
用され、寝る間にはバンド８１２の他のタイプに挿入及び着用することができる。
【００８６】
　図９のシステム９００は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０及び図８のシス
テム８００と類似である。
　したがって、システム９００は、類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図９の、本実施形態でバンド９１２はバンド８１２と類似である。
　バンド９１２は、バンド９１２に共成形（ｃｏ－ｍｏｌｄｅｄ）又は統合されたセンサ
ーモジュール８１６（完全に図示されない）を使用する。
　センサーモジュール８１６は、フレキシブルゲル（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｇｅｌ）又は類
似の流体に配置されたセンサーユニット８２８をさらに有する。
【００８７】
　図１０のシステム１０００は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０、図８及び
図９のシステム８００、９００と類似である。
　したがって、システム１０００は類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図１０で、バンド１０１２は、バンド８１２、９１２と類似である。
　バンド１０１２は、センサーモジュール１０１６に重なるために本実施形態でオーバー
ストラップ（ｏｖｅｒｓｔｒａｐ）配列に構成される。
　他のストラップ付着配列も考慮することができる。
　バンド１０１２は、センサーモジュール１０３０に解放可能（ｒｅｌｅａｓａｂｌｙ）
に付着され、身体部位の他の大きさを収容して調整でき、一方でベースモジュール１０１
８に対してセンサーモジュール１０１６の適切な位置を維持することができる。
　センサーモジュール１０１６の調整機能は、多様な付着メカニズム（例えば、磁石（ｍ
ａｇｎｅｔ）、ラチェッティング（ｒａｔｃｈｅｔｉｎｇ）、溝（ｇｒｏｏｖｅ）、スナ
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ップ（ｓｎａｐ）及び当業者において明白な位置にセンサーモジュール１０１６を固定す
る他の方式）を通じて達成することができる。
【００８８】
　図１１のシステム１１００は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０、図８～１
０のシステム８００、９００、１０００と類似である。
　したがって、システム１１００は類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図１１で、バンド１１１２は、本実施形態で分割又はモジュールリンク配置（ｓｅｇｍ
ｅｎｔｅｄ　ｏｒ　ｍｏｄｕｌａｒ　ｌｉｎｋ　ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）に構成するこ
とができる。
　バンド１１１２のリンクは、フレックス連結（ｆｌｅｘ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）１１
９２によって連結される。
　フレックス連結１１９２は多様な形態を有することができる。
　１つの具現として、フレックス連結１１９２は、バンド１１１２のリンクに付着される
別個の弾性ユニットである。
【００８９】
　身体部位の大きさは、増加（又は減少）することによって、センサーモジュール１１１
６が使用期間にわたって生理学的測定及び使用者の便宜に適切なその最適又は最適に近い
位置を維持し、一方でディスプレイ１１２６は人体計測サイズの大きい範囲に掛けて身体
部位に関するその位置を維持するように、このような弾性ユニット（フレックス連結１１
９２）は、センサーモジュール１１１６がディスプレイ１１２６に対して位置が指定され
るようにする。
【００９０】
　一実施形態では、各フレキシブル連結１１９２は、バンド１１１２の各リンクの内及び
外へ滑って入るか、或いは出てくる。
　他の実施形態では、バンド１１１２のリンクが、結果的に、そのようなリンク（例えば
、時計リンク）を連結する多様なメカニズムによって連結することができる場合、フレッ
クス連結１１９２はバンド１１１２のリンクに統合することができる。
　リンクを使用する実施形態で、例えば、身体部位に対するシステム１１００の大きさ調
節は、使用者によるリンクの除去又は追加によってさらに改良することができる。
　追加的に、センサーモジュール１１１６とベースモジュール１１１８との間の無線通信
を含む実施形態で、モジュールの間に配線は必要としなく、又はセンサーモジュール１１
１６とベースモジュール１１１８との間で電源専用配線が使用することができる。
　他の実施形態で、電源及びデータ伝送のための配線配置は、センサーモジュール１１１
６及びベースモジュール１１１８の間で使用することができる。
【００９１】
　図１２のシステム１２００は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０、図８～１
１のシステム８００、９００、１０００、１１００と類似である。
　したがって、システム１２００は類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図１２で、ベースモジュール１２１８及びセンサーモジュール１２１６は身体部位に自
己接着（ｓｅｌｆ－ａｄｈｅｒｉｎｇ）する。
　一部の実施形態で、図１２に示した部分的なバンド１２１２は、身体部位に向上された
接着表面積をさらに増加させるためにベースモジュール１２１８又はセンサーモジュール
１２１６に使用することができる。
　他の実施形態で、バンド１２１２は使用されない。
【００９２】
　ウェアラブルセンサープラットフォーム１０及びシステム８００～１２００の一部の実
施形態で、ディスプレイ１２２６はセンサーモジュール１２１６から使用者に向けて、又
は、使用者から離れる方向に向けられることは理解されなければならない。
　例えば、センサーモジュール１２１６は、使用者の額に適用することができ、例えば、
眼鏡（図示せず）に対する眼鏡形状（ｇｌａｓｓｅｓ　ｆｏｒ　ｅｙｅｗｅａｒ）又はヘ
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ルメットフェイスシールド（ｈｅｌｍｅｔ　ｆａｃｅ　ｓｈｉｅｌｄ）（図示せず）で、
ディスプレイは使用者の方向に向けることができる。
　他の実施形態で、センサーモジュール１２１６は、額（又は他の身体部位）の皮膚にセ
ンサーモジュール１２１６を接着する皮膚に似たタトゥで構成することができ、一方、デ
ィスプレイ１２２６は、手首（又は他の身体部位）の皮膚に適用された薄い、フレキシブ
ルスクリーンであり、センサーモジュール１２１６及びディスプレイ１２２６の全ての電
源を含むことができる。
【００９３】
　図１３及び図１４は、図１の実施に使用する実施形態を示し、図１３及び図１４の全て
の類似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図１３及び図１４の実施形態は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０の他の実
施形態で使用することができる。
　本実施形態は、ＥＣＧクラスプ１３３４を含んで、又は含まないで、使用することがで
きる。
　図１３で、センサーモジュール１３１６は微細調整可能に配置される。
　本実施形態の微細調整可能なセンサーモジュール１３１６は、バンド１３１２でトラッ
ク（ｔｒａｃｋ）に配置される。
【００９４】
　バンド１３１２は、センサーモジュールフレキシブルリード（ｓｅｎｓｏｒ　ｍｏｄｕ
ｌｅ　ｆｌｅｘ　ｌｅａｄ）１３９４を通じてバンド１３１２のトラック（ｔｒａｃｋ）
に沿って、手動又は自動で、調整可能である。
　本実施形態で、センサーモジュールフレキシブルリード１３９４は、トラックに沿って
調整できるアコーディオン状（ａｃｃｏｒｄｉｏｎ－ｌｉｋｅ）リードとして図に示す。
　図１３は、第１位置でセンサーモジュール１３１６を示し、一方、図１４は図１３の第
１位置に対して第２位置でセンサーモジュール１４１６を示す。
　センサーモジュール１３１６の多様な他の位置は、特定の使用者に対するセンサーモジ
ュールの位置設定を収容するトラック内で可能である。
【００９５】
　追加的に、微細調整可能なセンサーモジュール１３１６の他の実施形態も考慮されるこ
とは理解されなければならない。
　例えば、図１５及び図１６に示すように、図１３のフレキシブルリード１３９４を使用
すること、又は微細調整可能なセンサーモジュール１３１６に対する他の構成の代わりに
又は追加に、１つ以上のセンサーユニット１５２８が同一又は反対の回転方向に、手動又
は自動で、回転可能することができる。
　センサーユニット１５２８は、アプリケーションによって互いに同期又は非同期するこ
とができる。
　センサーユニット１５２８の回転は、他のセンサーユニット１５２８と結合して個別的
に生じるか、又は図１６に示すように、センサーモジュール１５１６がバンド１５１２の
トラックに沿って移動し、センサーユニット１６２８が回転するように生じる。
　このような回転は、身体部位にしたがって改善された快適さ又は改善された生理学的測
定のためにセンサーユニット１６２８の精密な位置設定を容易にすることができる。
【００９６】
　図１７及び図１８は図１の実施に使用する実施形態を示し、図１７及び図１８は全て類
似の図面符号を有する類似の構成要素を含む。
　図１７及び図１８の実施は、ウェアラブルセンサープラットフォーム１０の他の実施形
態で使用することができる。
　図１７で、微細調整可能なセンサーモジュール１７１６は、バンド１７１２のトラック
に、又はトラックの上に、位置したセンサースライド（ｓｅｎｓｏｒ　ｓｌｉｄｅ）上に
配置される。
　センサーモジュール１６（図示せず）は、センサースライド１７９６を通じてバンド１
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７１２に、又はバンド１７１２の上に、調整可能に配置される。
　本実施形態で、センサースライド１７９６は、センサーモジュール１６（図示せず）の
位置を所望通りに修正するために、手動又は自動で調整される。
　図１７は第１位置でのセンサースライド１７９６を示し、一方、図１８は図１７の第１
位置に対して第２位置でのセンサースライド１７９６を示す。
　センサースライド１７９６の多様な他の位置は、特定の使用者の必要に対するセンサー
モジュールの位置設定を収容するトラック内で可能である。
【００９７】
　追加的に、微細調整可能なセンサーモジュール１３１６の他の実施形態も考慮されるこ
とは理解されなければならない。
　例えば、図１３のフレキシブルリード１３９４を使用することの代わりに、又は追加に
、１つ以上のセンサーユニット１３２８を回転可能することができる。
　センサーユニット１３２８の回転は、他のセンサーユニット１３２８と結合して個別的
に生じるか、又はセンサーモジュールが図１３のバンド１３１２のトラックをしたがって
移動するように生じさせることができる。
　このような回転は、身体部位にしたがって改善された快適さ又は改善された生理学的測
定のためにセンサーユニット１３２８の精密な位置設定を容易にすることができる。
　明確に、微細調整可能なセンサーモジュール１６に対する多様な実施形態は使用者及び
アプリケーションによって単独又は一緒に使用することができる。
【００９８】
　図に示した実施形態によって本発明が説明され、実施形態は変形することができ、いず
れの変形も本発明の思想及び範囲に含まれる。
　例えば、例示的な実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、プログラム指示を含むコ
ンピュータ読出し可能媒体、又はそれらの組み合わせを使用して具現することができる。
　本発明にしたがって書込みされたソフトウェアは、メモリ、ハードディスク、又はＣＤ
／ＤＶＤ－ＲＯＭのようなコンピュータで読出し可能である媒体の形態に格納されること
ができ、プロセッサによって実行されることができる。
【００９９】
　本発明を特定な実施形態を参照して説明したが、技術分野で通常の知識を有する者であ
れば、本発明の範囲を逸脱しなく、多様な変形及び均等な他の実施形態が可能である点を
理解されるべきである。
　また、本発明の範囲を逸脱しなく、特定の状況又は材料を本発明の教示に適合するよう
にする多くの変形が行うことができる。
　したがって、本発明は開示した特定の実施形態によって限定されなく、本発明は添付さ
れた特許請求の範囲内のすべての実施形態を含む。
　その上に、図面に示した論理の流れは、所望する結果を達成するために示した特定の順
序、又は順次的な順序を要求しない。
　その上に、他の段階を提供するか、又は開示した流れから段階を除去することができ、
そして他の構成要素が開示したシステムに追加するか、又は開示したシステムで除去する
ことができる。
　したがって、他の実施形態は本発明の請求項の範囲内にある。
【符号の説明】
【０１００】
　１０　　（モジュール型）ウェアラブルセンサー（モジュール）（プラットフォーム）
　１２　　バンド
　１４　　手首
　１６　　センサーモジュール
　１８　　ベースモジュール
　２０　　ベースコンピューティングユニット
　２２　　電源（バッテリー）



(31) JP 2017-516539 A 2017.6.22

10

20

　２６　　ディスプレイ（／ＧＵＩ）
　２８　　センサーユニット
　３０　　センサープレート
　３２　　センサーコンピューティングユニット
　３４　　クラスプ
　３６　　プロセッサ
　３８　　メモリ
　４０　　Ｉ／Ｏ
　４２　　通信インターフェイス
　４４　　センサー
　４６　　加速度計（／ジャイロスコープ）
　４８　　温度計
　５４　　光センサーアレイ
　５５　　個別光センサー
　５６　　ガルバニック皮膚反応センサー（ＧＳＲ）アレイ
　５８　　生体抵抗センサーアレイ
　６０　　心電図センサー（ＥＣＧ）
　６２　　光検出器
　６４　　（マッチング）光源
　８８　　電源管理ユニット
　９０　　オペレーティングシステム（ＯＳ）
 

【図１】 【図２】
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